











1.は じ め に
本 稿 で は`implicativeadverbofaspect'とし て のstill1)を取 り 扱 う 。
特 に,こ の 語 と 否 定 語notと の 関 係 を 統 一 的 に 説 明 し た い 。
stillは,通例 肯 定 の 環 境 に の み 生 ず る こ とが で き るaffirmative(pos-
itive)polarityitem2)であ る 。 表 層 構 造 で はstillnotある い はstillneg・
incorporatedwordの語 順 で 現 わ れ る 。 つ ま り,stillは否 定 語 の 影 響 の 外
側 に 生 じ る こ と が で き る の で あ る 。 ・
(1) a. I still do not know when John is coming.       
- Longman Junior's English Dictionary 
   b. You still are n  't doing it right. - Crowell, Index  p.  363 
   c. You still have  n't answered my question.  -  ibid. 
   d. I still ca n  't get used to it. - Benchley, Jaws p.36 
   e. At ten she still heard no sound from his room. 3)  -Reader's 
     Digest, March 1981, p.62 
(2) a. I am still not sure why we went.  -  RD, Dec. 1978, p.31 
   b.  It's still not cheerful.  -  Hill, Unmarried p.172 
   c. Bill is still not a professional man, and his inner label still 
     reads failure.  (1F,3  4 ) -Fast, Talking p.90 
   d. You're still not doing it right.  -  Crowell,  Index  p.363 
   e. After a walk he had still not seen Elaine.  -  Webb, Graduate 
     p. 120 
(3) a. I'm still unsure of what to put down. -Racina, Nine p.3 
   b. It is still uncertain whether or not he will come tomorrow.  
-  Frank, Modern p.294 
   c. Now, two years later, her husband, Oliver is still unable to 
     come to terms with his guilt and grief. - Segal, Oliver's p.1
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d. "I could still never believe in a million years that  you're a 
  boy," Dick said.  -  Jaffe, Fame p.261 
e. He sounded as though he could still barely believe his luck.  
-  Rogers, In-Laws p.180
一方,表 層 でnotstillと連続 して現 われ る場合 もある。4)と ころが,
このnotstillに対 す る説明は まだ十分 にな され ていない。5)そ こで以下
のnotstillの例 を本稿 では主に考察す るこ とにす る。
以下 では,こ の問題 に対す るLadusaw(1978,1980)の分析が不 十分 であ
り,む しろ,modalityやdenialなど を考 慮 に 入れた発話構造全体 を検討
す る必要が あるこ とを示 したい。
(4) a. Trees do  n't still grow in Blooklyn. 
     -Horn  (1978:154) 
   b. You do  n't still think  you'll appoint him, not after those  re-
     sults ?  -  Allerton & Cruttenden (1974:4) 
   c. His father ca  n  't still be alive.  -  Leech & Svartvik (1975:130) 
   d.  'He's chasing  us  ?' said Brody. 
     Quint nodded. 
 `Why ? He  ca  n't still think we're food.'  
-  Benchley, Jaws p.279 
   e. You can't convince me that someone is  n't still holed up in 
     this cave.  -Baker (1970:171)
2.Stillの意 味 と否 定 との 関 係
英米 の文 法書 ではstillと否定 の関係 につ い て どの ように記述 されてい
るか をまず見 て,そ れ ぞれ の不十分 な点 を指摘 してみ よ う。
A.Crowell(1964;363)で1まstillは「継 続」(continuationwithout
change)の意 を表わ し,否 定 との関係 につ いて はstillnotという語順にな
る(Ifthefirstauxiliaryhas-n't,stillcomesbeforethefirstauxiliary,)
と述べ てい る。
B.Swan(1980:579)ではstillは通例 肯定文 に現 われ るが否 定文 で も
鴨
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可 能(Stillismostcommoninaffirmativesentences,butalsopossible
in_negatives)とし て 次 あ 例 を あ げ て い る 。
(5)Istillcouldn'tdecide,soIaskedGeorgewhathethought.
す な わ ち,以 上 のA,Bで は(1b),(1c),(2d)や(1d)のよ う に 表 層 でstilI
notは 可 能 な こ と は わ か る が,notstillにつ い て 何 も述 べ て い な い の で 不
十 分 で あ る 。
C.Quirketal.(1972:499)で'はnotstillとい う 語 順 は 不 可 能 と し て 次
の 例 を示 し て い る 。
(6)a.?Hecan'tstilldrive.(`Hecan'tcontinuetodrive.')
た だ し,疑 問 文 中 で はnotstillも可 能(Stillcanprecedenegation,but
normallycannotbewithinthescopeofclausenegation,butexceptin
questions.)とし て い る 。
(6)b.Don'tyoustillseehim?(`Don'tyoucontinuetoseehim?')s>
す な わ ち(6b)は 例 外 的 に 可 能 に な る と し か 述 べ ら れ て お らず,な ぜ そ う
な る か と い う 説 明 が な い の で 不 十 分 で あ る 。 ま た,な ぜ(6a)が 不 可 能 な
の に(4c)(4d)が可 能 に な る の か と い う こ と も 明 示 的 に 示 さ れ て い な い の
で 不 十 分 で あ る 。
D.Thomson&Martinet(1980:60-61)で噺はstillnotは否 定 的 な 動 作
の 継 続 を 強 調 す る た め(toemphasizethecontinuationofanegativeac-
tion)に用 い る と し て い る 。 た と え ば,次 の 例 で は 「理 解 し て い な い 」 と
い う こ と の 継 続 が 示 さ れ て い る 。
(7)a.Hestilldoesn'tunderstand.
さ ら に,stillnotとnotstillの両 方 が 可 能 で,両 者 の 意 味 が 異 な る 場
合 が あ る と し て,以 下 の 例 が 示 さ れ て い る 。
(7)b.He'sstillnotwaiting.
c.He'snotstillwaiting.
す な わ ち,(7b)で は(7a)と 同 じ く 「待 っ て い な い 」と い う否 定 の 状 態 が 続
い て い る と い う意(`Hehasnotstartedwaitingyet.')であ る が,(7c)で
東 森 コ』勲23
は 「待 ち続 けて いる」 どい う肯定 の状態 では ないの意(Hehasstopped
waiting.')であ る。通例,(6a)『.のようにstillは否 定 語 の影 響 の 中 に置 か
れ ると非文 にな るはず だ。だの に,な ぜ 同 じnotstillとい う表 層で(7c)
は可能 なの か。
以上 に列 挙 した不 十分 な点や疑 問 を,scopeの問題,notが 何 を表 わす
か とい う問 題,modalityとの 関係,そ してentailmentとの関係 とい う4
つの観 点か ら以下で考察 す るこ とにす.る。
3.Stillと否 定 のscopeと の 関 係
Ladusaw(1978,1980)はMontagueGrammarの枠 組み を用いて,still
と否定 の作 用域 の問題 を次の よ うに扱お うとした6
す なわ ち,表 層で左 にあ るものが右に ある もの よ りも広 いscopeを持つ
とい う原理(PrincipleofLeft-most/Widest・scope)に基づ き,stillに以下
の2種 類 あ る とした 。
The correlation between surface order and logical scope of negation 
and adverb can be captured by rules which assign the left most oper-
ator the widest scope, with the exception that the sentence final ad-
verb position with intonation break could also be a wide scope posi-
tion. -Ladusaw (1978:98)
(8) a. Still John  isn't here. 
 b. John isn't here, still. 
   c. John still isn't here. 
(9) a.  John  isn't still here. 
   b. John isn't here still.
(8)のstillは・`widescopestill'であ り.,表 層 で はnotの 左 に 生 ず る 。 た
だ し,(8b)で はstillはnotの 右 に 生 ず る が,文 末 に あ りintonationbreak
も伴 う の で 例 外 的 にwidescopestillと考 え る。 一 方,(9)のstillは表 層 で
はnotの 右 に 現 わ れ る の で`narrowscopestill'とロ乎ば れ る 。
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そ れ で は(8)と(9)の意 味 の 違 い は ど う な る の か 。Ladusawに よ れ ば,
ASSERTIONは 両 方 と も 同 じ`Johnisn'there'であ る 。 と こ ろ が,CON-
VENTIONALIMPLICATURE7)は 違 っ て い る 。 す な わ ち,(8)では ℃ver
somepastintervalJohnhasnotbeenhere'とい う含 み が あ り,「 ジ ョ ン
が こ こ に い な い 状 態 が ま だ 続 い て い る 」 の 意 と な る 。 一 方,(9)では ℃ver
somepastintervalJohnhasbeenhere'の含 み が あ り,「'ジ ョ ン が ま だ こ
の 場 に 続 け て い る の で な い 」 の 意(Johnisn'thereanymore.)とな る 。 要
す る に(8)のwidescopestillは`non-existence'の継 続 を 述 べ,(9)のnarrow
scopestillは`existence'の継 続 を述 べ て い る の で あ る 。
以 上 のLadusawの 分 析 の 不 十 分 な 点 を考 え て み よ う 。 表 層 の 語 順 だ け
を 手 が か り に 意 味 が 決 定 さ れ る とす る と,(6a),(4c),(4d)はす べ てnarrow
scopestillを含 ん で い る と しか 説 明 で きず,な ぜ(6a)が 不 可 で(4c)(4d)
が 可 能 か わ か ら な い 。 ま た,stil1に2種 類 あ る と す る の も 直 観 に 反 す る 。
と い う の は,widescopestillもnarrowscopestillも共 通 し た 「継 続 」
と い う意 味 しか な い の だ か ら 。
4.Notの 異 な っ た 用 法
発話構 造の 中でnotが どの部分 を修飾 して いるか とい うことに基づ き,
以下 でい くつかnotの 用 法 を考 えてみ よ う。
A.否 定(Descriptiveusesofnegation)
大 江(1978:171)では 否定 とは 「あ る否 定 的命題 内容 の主張」 と定義 され,
Fass(～P)と表 わされ,Fassは主 張 とい う発話 の力,～ は否 定,Pは 命
題 を示 してい る。また,否 定 を示 すnotが命題 部分 を修飾 するのかModality
の部分(Itisthecase)を修 飾す るかに よ り,内 部 否定(Internalnegation)
と外部否定(Externalnegation)8)に分 け られ る。




なあ る状態 が続いて いる とい うこ とが正 しい と話 し手が主張 してい る」 の
意 とな る。
特に この 否定的状態 の継続 で注意すべ き事 は,(1c)や(2e)の完了形の場
合 である。 完了の意 は,stillの継 続の意 と共 起不可(*Hehasstillseenthe
film.-Hirtle(1977:38))だが,内 部否定 でstillnotとな った否定 完了形 と
は共起可 能 とな る。
外部 否定 の発話構 造は以下 の ようにな る。
[IASSERT[thatitisnotthecase[...still...]]]
た とえば,(4a)が外部否 定 であれば,「 木が ブル ック リンで今 なお育つ と
い うことは正 し くない と話 し手 が主 張 して い る」の意 とな る。(4a)が表 層
でnotstillとな って い るに もか か わ らず,可 能 なの は実 はnotは直接
stillを修 飾 して いるのでは な く,f本 当で ある」 とい うModalityの部 分
を修飾 して いるか らであ る。(7c),(9a),(9b)も同様 に説明で きる。
B.否 認(Denialuseofnegation)9)
大 江(1978:171)による と否 認 とは 「予 め 主 張 され るな ど,前 もって設定
されたあ る命題 を取 り上 げ,そ れ をな んらかの点 で真 で ない もの として廃
棄す る」 こ とと定義 されてい る。す なわち,発 話構造 では,
[IDENY[thatitisthecase[...still...]]]
と表 わされ,た とえば(4a)が談 話の途 中に現 われ,直 前 に主 張 したこ ど
を否認 して用い られた場合,そ の発話が意 味す るのは,「 木が依然 として
ブ ル ック リンで育つ とい うのが正 しい と言 ったの ではな い。」である。す な
わち否 認の場合(4a)には先行 す る談話 が あ り,notは否 認 の発話 の力 を
示 すDENYと な り,直 接stillを修飾 して いな いか ら可能 とな る。否 認
と外部 否定の違 いは,結 局,先 行す る談 話の有無 とnotの修飾す る場 所の
違 いに よる と考 え られる。
C.Neg・Raisedされ たnot
Sheintuch&Wise(1976:547)に従 えば,propositionの中に埋 め込 み構
造が あ り,Neg・Raisingによる2通 りの言 い方 が可能 な場合,両 者 には語
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用 論 的 な 違 い が あ る 。 た とz.ば,
(10)a.Marythinksthatlanedoesn'tlikeBill.
b.Marydoesn'tthinkthatlanelikesBill.
で はNeg・Raisedさ れ た(10b)の 方 が(10a)よ り も"agreaterdegreeof
uncertaintyonthepartofthespeaker"を持 つ と い う 。 こ の 考 え に よ れ
ば,(4b)はNeg-Raisingが 適 用 さ れ る 前 に は,Youstillthinkyouwill
notappointhim,notafterthoseresult?とな り,notは 直 接stillを修 飾
し て い な い 。 だ か ら,(4b)は可 能 で あ る 。 た だ し,Neg-Raisingが行 な わ
れ た(4b)で は 厂あ な た は 彼 を任 命 す るつ も り は な い と依 然 と し て 思 っ て い
る 」 と い う意 に,さ ら に,話 し 手 が そ の こ と に つ い て,と て も 疑 わ し く 思
っ て い る と い う 意 が 付 け 加 わ っ て い る の で あ る 。
要 す る に(4b)で 問 題 に な る の は 発 話 構 造 のm下 に あ るPropositionの
中 に 埋 め 込 み 構 造 が あ り,表 層 でnotstillthink...とな っ て い る がnotは
'
直接stil1を修 飾せ ずにthat節中 にかか って いるので可 能な発話 とな るの
で ある。
D.Conducivenegationinquestionsio)
(6b)はYoustillseehim,don'tyou?と意味的 に等 し く,notは肯定 の答
え を求め る付 加疑 問の役 目を してい るの であ り,直 接stillを修飾 していな
い。だか ら(6b)は可能 である。す なわ ち,表 層 の疑問文 でnotstillとな っ
てい る場合,stil1はPropositonの中にあ るが,notは その命題 に対 して
添 え られ る一 種のParentheticalな用法 と考 え られ る。
5.Modalityとnotstill11)
(4c),(4d),(6a)を説 明 す る た め に,ま ず 助 動 詞canに つ い て 考 え て み よ
う 。canに はpossibilityの意 とabilityの意 が あ り,そ れ ぞ れ 否 定 の 生 ず
る 位 置 に よ り,以 下 の 場 合 が 考 え ら れ る 。
(11)a.Itispossiblethathe'snotthere.
(=Hemaynotbethere.)=Leech(1971:71)iz)






(4c),(4d)は(11b)の場 合 と 同 じ くnotはpossibleを 修 飾 す る 外 部 否 定 で
あ り,直 接stil1にか か っ て い な い 。 だ か ら 可 能 で あ る 。 そ れ ぞ れ 言 い 換
え る と 次 の よ う に な る 。
(4)c'.Itisnotpossiblethathisfatherisstillalive.
(彼 の お 父 さ ん が ま だ 生 き て い る は ず が な い)
d'.Itisnotpossiblethathestillthinkswe'refood。(その 鮫 は 私 た
ち を 餌 で あ る と依 然 と し て 考 え て い る は ず が な い)
す な わ ち,(4c),(4d)では,notはModalityの 部 分 に あ り,stil1はPro-
positionの部 分 に あ る の で 可 能 と な る 。
一 方 ,(6a)は(12b)と 同 じ くnotはableに か か っ て い る 外 部 否 定 で あ
る が,通 例,stillもableを 修 飾 し,「 ま だ … で き る」 の 意 と考 え ら れ る 。
そ れ ゆ え,notとstil1が 共 にableを 修 飾 す る こ と に な り非 文 と な る 。 ま
た,sti11がdriveに か か る 場 合 は,notが 直 接stillを修 飾 し な い の で,
(6a)は可 能 と な る は ず で あ る 。 だ か ら(6a)の判 断 に は ゆ れ が あ る 。
(6)a'.[*Heisnotstillable[todrive]].
a".[Heisnotable[tostilldrive]].is)
(彼 は ド ラ イ ブ を 続 け る こ と は で ・き な い)
す な わ ち,(6a)の よ う に 助 動 詞canが 能 力 を 表 わ す 場 合 に は 通 例(6a')の
よ う にnotもstil1も 共 にModalityの 部 分 を修 飾 し,notが 直 接stillを
修 飾 す る と 考 え ら れ る の で 非 文 と な る 。
6.Logicalentailmentとnotstill
(4)e'.*Someoneisn'tstillholedupinthiscave.-Baker(1970:172)
こ の 例 が 非 文 に な る の はPropositionの中 で,notが 直 接stil1を打 ち 消 し
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て い る か ら で あ る 。 一 方,(4e)のnotstillが可 能 に な る の は,二 重 否 定,
can'tのnegとnotsti11のnegが 呼 応 し て,全 体 が プ ラ ス の 意 に な る こ
と が 意 味 的 に 含 意 さ れ る か ら と考 え ら れ る 。 す な わ ち,(4e)は,Youcan
convincethatsomeoneisstillholedupinthiscave.ある い は,Ifirmly
believethatsomeoneisstillholedupinthiscave.-Baker(1970:180)
(こ の 洞 穴 に は ま だ 誰 か が,き っ と閉 じ 込 め ら れ て い る と思 う)と 解 釈 さ
れ,notは 直 接stillを修 飾 し て い な い とentailmentによ り 解 釈 が 修 正 さ
れ る の で 非 文 と な ら な い 。
7.お わ りに
以上 の例文 中のnotとstil1の分布 をま とめ る と以下の表 にな る。















す なわ ち,stil1は厂継続」 の意 を表 わす が,次 の制約 に従 う:
stil1は直前にnotが先 行(precede)し,かつ,同 一 の領域(domain)
内 で,お 互 いに統御(command)し合 っていれば,非 文 とな る。 た
だ し,こ の領 域 とは,発 話構造 を考 慮に入れ た もの であ り,Propo-
sition(埋め 込み構造 があ る場合 はそれ ぞれ のP1,P2),Modality,
Performativeのそれ ぞれ をさす 。
(4e')や(6a)はこの制約 を破 ってい るか ら非文 とな る。
東 森 勲 29
一方,not+stillが可能 な場合 とは,(i)外部否 定(4a),(ii)否認(4a)〔た
だ し先行 す る談 話が必要 〕,(111)可能性 を示 すcanが 否 定 され てい る場 合
(4c)。ただ し,(iv)(4e)のよ うに上 記 の制 約 を破 ってい るが,二 重 否定が
肯 定 をentailする場 合 は可 能 となる。
少 な く とも集 めた 言語事 実か ら以上 の制約が 必要な こ とはわか るが 詳細
な形式化 とこの制 約が ゆ るむ場合 については今 後の研 究 を待 たなけ ればな
らない。
注
1)stillには 「まだ … で あ る 」 とい うimplicativeadverb(cf.Ladusaw(1980
:91))の用 法 と 「しか し な が ら 」 とい うsentenceconnectingadverb(cf.
Stockwelletal.(1973:26))の用 法 が あ るが,こ こ で は前 者 の み を 扱 う。 ま
'た
,語 句 修 飾 副 詞 を 中 心 に 扱 う。 文 副 詞 のstillにつ い て はLadusaw(1980:
87)を参 照せ よ 。
2)Ladusaw(1980:87)はstillをaffirmativepolarityitemとし な い 人 も い
る と述 べ て い るが,本 稿 で は常 に 肯 定 の 領 域 に 生 ず る と主 張 した い 。
3)stillnot,stillnegの否 定 の 強 さ に も差 は 存 在 す る 。Sheintuch&Wise
(1976:558)によれ ば,`didnothearanysound'より も(1e)の`heardno
sound'の方 が 否 定 の 力 が 強 い し,(2a)の`amnotsure'より も(3a)の`am
um.ure'の方 が 否 定 の 力 は 強 い 。 一 般 に 動 詞 の 右 にnegが 動 け ば 動 くほ ど 否
定 の 力 は 強 くな る の で あ る 。
4)た だ し,こ れ ら の 語 が 不 連 続 に 現 わ れ,表 層 でnotがstillに先 行 し,かつ 統
御 し て い な い場 合 は 可 能 な 文 に通 例 な る:[ThatJohndidnotknowany-
thingaboutit]wasstillwidelybelieved.
5)た と え ば,He'snotstillhangingaroundherebecausehehasanyaffec-
tionfortheplace.-Linebarger(1981;20)ではbecause節中 にanyが あ る
の でnotはs全 体 をscopeと して い る と考 え ら れ る 。 と こ ろ が そ の 否 定 の
scopeの中 に 肯 定 に し か 生 じ な いstillがあ る の で,非 文 に な る は ず で あ る
が,実 際 は容 認 可 能 な文 で あ る 。 ま た 太 田(1980:295-6)も『ル ー ス な 使 用 が
間 々 起 る の か も し れ な い 』 と し て,notstillに対 して 明確 な 答 え を与 え て い
な い 。
6)Doesn'tAdolfstillbeathiswife?-Horn(1970:321)も類 例
7)CONVENTIONALIMPLICATUREはPresuppositionとの 区別 で 問 題
に な る が,本 稿 で はGriceの い う語 句 に よ り慣 習 的 に 含 意 さ れ る こ とを 示
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す もの とす る。stillnotにはCONVERSATIONALIMPLICATUREと し
て,「 何 らか の変 化 が 期 待 さ れ て い る」 と い う こ と も あ る 。
8)表 層 のm<ynotの 内 部 否 定 と 外 部 否 定 の 違 い に っ い て はHermer6n
(1978:41)を見 よ。
9)否 認 で 強 調 して 言 わ れ た 場 合,次 の よ う なalreadyも可 能:Maryhasn't
alreadyarrived.-Horn(1978:154)。否 認 の 定 義 に 関 して はDinsmore(1981
:78)を参 照 せ よ。
10)conducivenegationにつ い て はBolinger(1977:36)を参 照 せ よ 。
11)Johnwill/shouldstillbeathome.が2通りに あ い ま い で あ る こ と に つ い
て は,Ladusaw(1978:106)を見 よ 。
12)possibilityにはItispossibleforhimtobethereと表 わ せ るtheoretical
な 可 能 性 もあ る が,本 稿 で は 取 り扱 わ な い 。
13)IwanttostillbemewhenIwakeuponefinemorningandhavebreak-
fastatTiffany's.-Capote,Tiffany's(1958:39)のよ うにto不 定 詞 の 中 に
stillが生 ず る こ と も可 能 で あ るの で(6a")も考 え られ る。
14)neg+neg=affirmativeとい う 二 重 の 否 定 語 に よ るlogicalentailment
は(4e)の よ う にovertな否 定 語 同 志 に よ る場 合 も あ る し,covertな否 定 語
(た とえ ば,surprisedはsurprisedthatSがexpectthatnegSをentai1
す る の で この 例)とnotに よ る次 の よ う な場 合 も あ る 。(い ず れ もnotstill
が 可 能 と な る の は,notは 他 の 否 定 要 素 と結 びつ き,直 接sti11を修 飾 し て
い な い か らで あ る。)
Youshouldbedamngladthatsomeonewasn'tstillouttogetyou.-Baker
(1970:182)
参 考 文 献
A. Sources of examples 
 Benchley, P. 1974.  Jaws. Pan Books. 
 Capote, T. 1958. Breakfast at Tiffany's. Penguin Books. 
 Fast, J. and B. 1979. Talking between the Lines.Pocket Books. 
 Hailey, A. 1965. Hotel. Pan Books. 
 Hill, C. D. 1978. An Ummarried Woman. Avon Books. 
 Jaffe, R. 1969. The Fame Game. A Dell Book. 
 Racina, T. 1980. Nine to Five. A Bantam Book. 
 Rogers, D. 1979. The In-Laws. Fawcett Gold Medal Books. 
 Segal, E. 1978. Oliver's Story. Panther Books. 
 Webb, C. 1963. The Graduate. Penguin Books.



























大 江 三 郎.1978.『 現 代 英 語 文 法 の 分 析 』 弓 書 房 。
太 田 朗.1980.『 否 定 の 意 味 』。 大 修 館 。
Quirk,R.etal.1972.AGrammarofContemporaryEnglish.Longman.
Sheintuch,G.andWise,K.1976."Onthepragmaticunityoftherulesof
neg-raisingandneg-attraction."CLS12:548-57.
Stockwell,R.P.etal.1973.TheMajorSyntacticStructuresofEnglish.
Holt.
Swan,M.1980.PracticalEnglishUsage.OUP.
Thomson,A.J.andMartinet,A.V.1980.APracticalEnglishGrammar.
OUP.
